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郷
土
資
料
室
（
特
別
展
）
開
催
中
／

民
具
は
語
る
－
練
馬
の
く
ら
し

平
成
3
年
6
月
2
7
日
ま
で

石
神
井
台
一
丁
目
　
（
石
神
井
図
書
館
内
）
　
℡
制
1
〇
五
六
三

平
成
2
年
度

指
定
・
登
録
文
化
財

展示中の民具（机・筆箱・行灯）

人
々
は
、
昔
か
ら
、
暮
し
の
中

で
用
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
用
具
を
、

工
夫
し
て
改
良
し
た
り
、
新
し
い

道
具
を
作
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
品
々
の
中
で
、
日
常
生

活
に
用
い
ら
れ
る
物
品
を
、
民
具

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
広
義
に
は
、

こ
れ
ら
に
日
常
の
生
産
に
か
か
わ

る
道
具
類
を
も
含
め
て
、
民
具
と

称
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
都
市
化
の
進
展
に
つ
れ

て
、
人
々
の
生
活
様
式
が
変
化
し

て
、
こ
れ
ら
の
民
具
は
使
用
さ
れ

な
い
ま
ま
、
物
置
の
中
で
ほ
こ
り

を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
時
折
、
郷

土
資
料
室
で
頂
戴
す
る
の
も
、
こ

の
よ
う
な
民
具
で
、
江
戸
・
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
衣
・
食
・
住
に
関
す

る
民
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
民

具
を
通
し
て
郷
土
の
文
化
と
生
活

を
知
る
と
共
に
、
人
々
の
暮
し
の

知
恵
を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
3
年
2
月
1
2
日
、
次
の
文
化
財
を
、
新
し
く

指
定
・
登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
文
化

財
は
6
件
、
登
録
文
化
財
は
5
9
件
と
な
り
ま
し
た
。

▽
指
定
文
化
財
△

北
条
氏
康
印
判
状
　
道
場
寺
・
石
神
井
台
1
・
望
7

町
田
家
文
書
　
町
田
和
雄
・
東
大
泉
7
ト
2
5
－
2
1

中
里
の
富
士
塚
　
中
里
富
士
講
・
大
泉
町
1
－
4
4

大
八
車
　
教
育
委
員
会
・
郷
土
資
料
室

▽
登
銀
文
化
財
△

相
原
家
薬
医
門
　
相
原
好
吉
・
田
柄
5
－
8
－
3

横
山
家
文
書
　
横
山
明
・
高
野
台
1
－
7
－
1

新
井
家
文
書
　
新
井
忠
之
・
桜
台
3
－
4
5
－
1
0

縄
文
時
代
の
竹
カ
ゴ
　
教
育
委
員
会
（
管
理
）

金
銅
製
飾
具
　
教
育
委
員
会
（
管
理
）

尾
張
殿
鷹
場
碑
　
井
口
重
吉
・
南
大
泉
1
－
1
5
－
3
4

氷
川
神
社
富
士
塚
　
氷
川
神
社
・
北
町
8
－
2
2
1
1

沢
庵
漬
製
造
用
具
　
教
育
委
員
会
・
郷
土
資
料
室

中
村
嘲
子
　
中
村
輝
子
連
（
代
表
・
上
原
茂
男
）

◎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

民
具
は
語
る
　
－
　
練
馬
の
く
ら
し

◎
期
間
中
の
体
重
日

月
曜
日
・
祝
日
・
3
／
甲
4
／
甲
4
／
甲
5
／
2
4
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テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
有
名
に
な
っ
た
『
太
平
記
』
は
、

今
か
ら
約
五
三
〇
年
前
に
完
成
さ
れ
た
軍
記
で
、
南

北
朝
を
中
心
に
し
た
五
〇
年
間
の
動
乱
史
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
に
、
練
馬
区
や
豊
島
氏
な
ど
に
関
係
の

あ
る
史
実
や
所
伝
も
含
ま
れ
、
石
神
井
川
沿
流
の
石

神
井
城
・
練
馬
城
に
関
連
し
た
記
述
も
あ
る
の
で
、

二
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

太
平
記
は
、
そ
の
複
雑
な
内
乱
の
て
ん
ま
つ
か
ら
、

大
き
く
三
つ
に
区
切
ら
れ
ま
す
。

◎
第
一
部
－
北
条
時
宗
の
孫
高
時
か
若
年
で
執
権

と
な
り
、
都
で
は
後
醍
醐
天
皇
か
即
位
。
や
か
て
帝

太
年
鑑
と

の
討
幕
運
動
へ
元
弘
の
変
）
と
な
り
鎌
倉
幕
府
滅
亡
。

高
時
ら
北
条
一
門
の
壮
烈
な
る
討
死
と
自
刃
。

◎
第
二
都
・
・
－
公
家
中
心
の
建
武
の
新
政
失
敗
。
北

条
高
時
の
次
男
時
行
か
反
乱
し
て
鎌
倉
占
拠
（
中
先

代
の
乱
）
。
新
政
に
失
望
し
て
い
た
足
利
尊
氏
は
鎮

圧
に
岩
を
儲
り
て
東
征
後
、
菜
直
義
と
共
に
反
乱
、

新
田
軍
を
破
り
上
洛
。
以
後
南
北
朝
の
抗
争
続
く
。

◎
発
二
面
T
－
尊
氏
兄
菜
、
執
事
高
師
直
兄
兼
、
相

互
入
り
乱
れ
て
の
内
郭
抗
争
（
観
応
の
乱
）
。
師
直

・
直
義
殺
害
さ
れ
、
6
年
後
尊
氏
も
浸
し
、
北
朝
優

位
の
う
ち
に
義
満
三
代
将
軍
と
な
り
基
礎
国
ま
る
。

で
は
第
一
部
に
関
係
す
る
事
を
述
べ
ま
し
ょ
う
。

元
弘
3
年
（
三
三
三
）
5
月
初
め
、
遂
に
反
旗

を
ひ
る
が
え
し
た
尊
民
ら
は
、
京
都
六
波
羅
を
攻
め

■
て
探
題
（
長
官
）
北
条
仲
時
ら
を
敗
走
自
刃
さ
せ
、

北
条
方
と
共
に
討
死
し
た
中
に
豊
島
一
族
や
、
白
子

川
沿
流
に
所
伝
を
も
つ
高
橋
・
隅
田
・
庄
氏
一
族
が

あ
り
ま
し
た
（
近
江
蓮
華
寺
過
去
帳
よ
り
）
。

5
月
末
、
尊
氏
に
呼
応
し
て
新
田
義
貞
軍
が
挙
兵
。

分
倍
河
原
の
激
戦
で
豊
島
氏
・
庄
氏
の
一
族
が
活
躍
。

ま
た
、
土
支
田
八
幡
宮
の
由
緒
に
、
義
貞
が
戟
勝
祈

願
の
た
め
家
臣
篠
塚
伊
賀
守
を
代
参
さ
せ
、
社
前
に

植
え
た
松
が
の
ち
〝
伊
賀
の
松
〟
と
呼
ば
れ
た
と
い

練
馬
昆

う
伝
説
が
練
馬
に
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
族
の
動
向
は
一
様
で
は
な
く
、

武
士
も
惣
領
と
庶
子
が
分
立
対
抗
し
て
、
次
第
に
戦

国
的
に
な
る
の
も
南
北
朝
期
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
り

次
に
第
二
部
で
は
、
（
中
先
代
の
乱
）
と
石
神
井

の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

太
平
記
に
「
武
士
四
海
ノ
権
ヲ
執
ル
世
ノ
中
二
、

マ
タ
ナ
レ
カ
ン
ト
思
7
人
ノ
ミ
多
カ
リ
ケ
リ
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
期
待
を
い
ち
早
く
捉
え
た
の
が
尊
氏

兄
弟
の
軍
事
と
行
政
力
で
し
た
。
こ
の
時
、
先
に
幕

府
滅
亡
後
、
信
州
に
逃
れ
た
執
権
高
時
の
次
子
北
条

時
行
は
、
新
政
の
さ
中
の
建
武
2
年
（
一
三
三
五
）

7
月
、
諏
訪
頼
重
時
継
父
子
に
擁
せ
ら
れ
て
武
蔵
へ

乱
入
。
女
影
原
・
小
手
指
・
府
中
な
ど
で
、
鎌
倉
を

守
る
直
義
軍
を
破
り
敗
走
さ
せ
て
占
拠
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
乱
の
鎮
圧
に
名
を
借
り
て
東
征

し
た
尊
氏
兄
弟
が
、
新
政
に
反
対
し
南
北
朝
の
内
乱

に
な
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

太
平
記
に
は
、
破
れ
た
時
行
は
鎌
倉
大
御
堂
内
で
、

面
皮
の
な
い
四
〇
数
名
の
武
将
自
害
者
の
中
の
一
人

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
痛
ま
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
北
条
系
図
に
よ
れ
ば
正
平
8
年
二
三

五
三
）
5
月
、
尊
氏
に
捕
え
ら
れ
鎌
倉
の
竜
ノ
ロ
で
処

文
化
財
保
護
推
進
員

吼

　

え

　

　

猪

刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
逃
れ
て
か
ら
一
八
年
間

ど
こ
に
潜
行
し
、
鎌
倉
奪
回
の
機
を
ね
ら
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
義
貞
の
遺
志
を
継
い
だ
嫡
子
新
田

義
興
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
後
に
述
べ
ま
す
。

石
神
井
城
主
で
あ
っ
た
豊
島
氏
系
図
（
泰
盈
本
）
の

中
の
景
村
・
輝
時
の
項
に
「
左
近
太
夫
従
五
位
下
、

石
神
井
城
主
景
村
は
、
兄
九
代
泰
景
没
後
、
そ
の
子

一
〇
代
朝
泰
幼
年
の
為
、
兄
の
遺
領
五
郡
を
継
ぐ
」

と
あ
り
、
ま
た
子
が
な
い
た
め
輝
時
を
養
子
に
し
た

と
あ
り
ま
す
。

次
に
輝
時
の
説
明
に
は
、
「
左
近
将
監
兵
部
大
輔

従
五
位
下
、
石
神
井
城
主
輝
時
。
実
は
北
条
高
時
の

2
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次
子
時
行
の
子
で
あ
る
。
始
め
時
行
潜
行
し
て
豊
島

景
村
の
館
に
隠
れ
た
。
こ
の
間
一
子
を
生
み
、
城
主

景
村
嗣
子
な
く
、
養
育
し
て
子
と
し
た
。
鎌
倉
将
軍

基
氏
（
尊
氏
の
子
・
関
東
公
方
）
に
謁
し
て
家
督
を

継
ぐ
」
と
記
さ
れ
、
鎌
倉
臨
済
禅
の
大
岳
和
尚
を
開

山
と
し
て
、
道
場
寺
を
創
建
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

郷土資料室収蔵品シリーズ　第7回

アイの絵
藍がめ（高さ86cm）

文
化
財
特
別
講
座
「
博
物
館
の
見
方
・
楽
し
み
方
」

〇
％
（
水
）
講
義
「
博
物
館
今
・
昔
～
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

講
師
1
練
馬
区
学
芸
員
　
小
金
井
靖

〇
％
（
水
）
講
義
「
ま
ち
の
博
物
館
」

講
師
－
明
治
大
学
講
師
　
熊
野
正
也

〇
％
（
水
）
講
義
「
世
界
の
博
物
館
い
ろ
い
ろ
」

講
師
卜
元
東
洋
大
学
教
授
　
玉
口
時
雄

－
且
ヨ
ヨ
可
対
ロ
ヨ
d
斗
q
u
弓
・
R
．
q
n
．
司
1
．
日
．
1
．
－
、
．
g
．
、
．
．
．
．

藍
づ
く
り
は
、
練
馬
で
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
鶴

め
ら
れ
、
明
治
に
は
最
盛
期
を
準
え
、
大
正
の
終
り

ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
。

ア
イ
は
タ
デ
科
に
属
す
る
一
年
草
で
、
葉
に
藍
色

の
色
素
を
多
量
に
合
え
、
野
良
着
・
ふ
だ
ん
着
な
ど

の
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

春
の
彼
岸
ご
ろ
種
を
ま
き
、
開
花
直
前
の
夏
土
用

に
刈
り
取
る
。
こ
れ
を
天
日
で
乾
燥
さ
せ
、
乾
い
た

東
を
粉
に
し
て
か
ま
す
に
詰
め
た
。
農
家
で
は
「
」
の

葉
藍
を
作
っ
て
藍
屋
に
売
る
の
が
l
般
的
で
あ
っ
た
。

藍
屋
は
糞
藍
を
藍
小
屋
に
堆
積
し
、
「
」
れ
に
時
々

水
を
か
け
て
は
切
り
返
し
を
し
た
。
こ
う
し
て
約
三

カ
月
間
発
酵
さ
せ
る
と
黒
い
腐
葉
土
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
。
こ
れ
を
臼
に
入
れ
て
つ
き
固
め
、
藍
玉
を

作
っ
た
。
こ
の
藍
玉
を
上
の
写
真
の
よ
う
な
「
藍
が

め
」
に
入
れ
、
木
灰
な
ど
を
加
え
な
が
ら
発
酵
さ
せ

て
染
料
と
し
た
。
藍
屋
で
は
、
藍
が
め
を
数
十
個
地

面
に
埋
め
た
形
で
も
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

一
部
の
農
家
で
は
、
藍
玉
を
自
分
の
家
で
作
り
、

藍
が
め
に
入
れ
て
保
存
し
、
藍
屋
に
売
っ
た
。

〇
％
（
水
）
講
義
「
博
物
館
と
『
知
』
の
冒
険
」

講
師
－
江
戸
川
区
学
芸
員
　
樋
口
政
則

〇
％
（
木
）
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
世
田
谷

区
郷
土
資
料
館
の
見
学

今
回
は
、
難
し
い
テ
ー
マ
、
約
一
ケ
月
間
の
講
義
で

し
た
が
、
延
べ
二
五
三
名
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

練
馬
区
に
も
ほ
し
い
博
物
館

今
回
の
文
化
財
講
座
は
、
博
物
館
と
い
う
共
通
の

テ
ー
マ
で
四
人
の
先
生
方
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
博
物
館
に
は
美
術
館
、
動
物
翠
植
物
園

な
ど
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

全
体
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

博
物
館
は
「
実
生
活
に
即
し
た
」
、
「
体
験
す
る
こ

と
の
出
来
る
」
、
「
生
涯
学
習
の
場
と
な
る
」
と
こ

ろ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
回
と
も
ス

ラ
イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
国
内
・
国
外
の
博
物

館
の
展
示
方
法
の
多
様
さ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
体
験
し
て
楽
し
め

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
博
物
館
で
し
た
。
ま
た
世
田
谷

区
の
郷
土
資
料
館
で
、
年
代
を
経
た
茅
葺
の
代
官
屋

敷
を
見
た
と
き
は
感
激
し
ま
し
た
。

練
馬
区
に
は
区
立
美
術
館
、
牧
野
記
念
庭
園
が
あ

り
ま
す
が
、
生
活
に
関
す
る
博
物
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。

楽
し
く
学
習
が
出
来
、
「
ね
り
ま
」
を
生
か
し
た
博

物
館
が
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　
（
M
子
）

3
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第
3
7
回
　
文
化
財
防
火
苧
－

毎
年
1
月
2
6
日
は
、
昭
和
2
4
年
二
九
四
九
）
の

こ
の
日
、
法
隆
寺
金
堂
で
火
災
が
あ
り
、
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
機
に
、
全
国
で
防
火
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
つ
2
4
日
に
、
石
神
井
消
防
署
管
内
の

道
場
寺
（
石
神
井
ム
n
一
丁
目
）
で
、
放
水
・
通
報
・

消
火
器
操
作
等
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
石
神
井
小
学
校
、

石
神
井
ム
n
保
育
園
、
清
心
幼
椎
図
、
一
般
区
民
等
、

約
7
1
0
名
が
見
学
し
ま
し
た
。
2
6
日
は
、
光
が
丘
消
防

署
管
内
の
土
支
田
八
幡
宮
（
土
支
田
四
丁
目
）
で
訓

練
が
行
わ
れ
、
中
里
幼
稚
園
、
北
大
泉
・
土
支
田
保

育
園
の
園
児
等
約
3
0
0
名
が
見
学
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
の
行
事
を

通
し
て
、
区
民
の
皆
様
に
文
化
財
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
報
等
で
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、
会
場

で
は
文
化
財
保
護
推
進
員
や
郷
土
資
料
調
査
員
が
、

記
念
品
を
配
布
し
ま
し
た
。
（
写
真
は
道
場
寺
）

（
編
集
後
記
）

大
泉
町
一
丁
目
に
あ
る
清
水
山
憩
い
の
森
で
は
、

桜
の
花
の
頃
か
ら
4
月
下
旬
ま
で
、
カ
タ
ク
リ
の
群

落
が
可
憐
な
花
々
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
都
会
で
は

珍
し
い
自
然
の
群
落
で
あ
り
、
練
馬
区
の
登
録
文
化

財
（
天
然
記
念
物
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
タ

ク
リ
は
土
地
所
有
者
の
協
力
や
、
様
々
な
方
々
の
努

力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
都
市
の
中
の
自

然
は
私
達
に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

積
極
的
に
守
り
、
育
て
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
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文
化
財
日
誌
＝

平
成
2
年
1
2
月
1
日
～
3
年
3
月
3
1
日

（
1
2
月
）

4
日
文
化
財
保
護
推
進
員
会

5
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
石
神
井
町
三
丁
目
）

6
日
～
7
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
東
大
泉
七
丁
目
）

1
7
日
納
屋
・
民
具
等
調
査
（
大
泉
町
一
丁
旦

2
0
日
文
化
財
保
護
審
議
会
（
全
体
会
・
第
3
回
）

2
5
日
～
2
7
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
大
泉
町
二
丁
目
）

（
1
月
）

5
日
民
具
調
査
・
運
搬
（
大
泉
町
一
丁
目
）

9
日
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
旭
町
三
丁
目
）

1
0
日
（
富
士
見
台
三
丁
目
）

1
6
日
～
1
9
日
納
屋
解
体
調
査
（
大
泉
町
一
丁
目
）

2
4
日
文
化
財
防
火
デ
ー
演
習
（
道
場
寺
）

2
6
日
（
土
支
田
八
幡
宮
）

（
2
月
）

8
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
石
神
井
台
一
丁
目
）

1
3
日
″
試
掘
（
）

1
8
日
″
立
会
（
下
石
神
井
六
丁
目
）

20
日
文
化
財
特
別
講
座
（
第
1
回
）

2
6
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
富
士
見
台
四
丁
目
）

2
7
日
　
文
化
財
特
別
講
座
（
第
2
回
）

2
8
日
　
埋
蔵
文
化
財
実
踏
（
東
大
泉
七
丁
目
）

（
3
月
）

4
日
～
8
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
大
泉
町
三
丁
目
）

5
日
　
文
化
財
保
護
推
進
員
会

6
日
　
文
化
財
特
別
講
座
（
第
3
回
）

1
3
日
　
　
　
　
　
　
　
（
第
4
回
）

練
馬
白
山
神
社
大
ケ
ヤ
キ
保
護
工
事
着
工

1
4
日
　
文
化
財
特
別
講
座
（
バ
ス
見
学
）

2
5
日
　
武
蔵
関
北
遺
跡
調
査
開
始


